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WORKSHOP  AND  COMMITTEE  REPORT

3月4日から5日にかけて一泊二日の日程で、第2回
SPring-8利用技術に関するワークショップが開催さ
れました。一日目は、昼過ぎから行われた全体会議
終了後、イメージングセッションと赤外光セッショ
ンの2つの会場に別れ、それぞれの分野の複数の研
究者の方々から、最近の結果を交えた発表が行われ
ました。夕方からは懇親会が開かれ、いつもは交流
を持つことのない異分野の研究者と語り合う絶好の
機会となりました。二日目は、蛋白質構造解析セッ
ションとコヒーレント光セッションがそれぞれ別の
会場で行われ、午前中でプログラムを終了いたしま
した。
私が一日目に出席いたしましたイメージングセッ

ションは、トップバッターの早川慎二郎先生が都合
により最後の発表へまわるというハプニングで始ま
りました。最初に2件続けて行われた蛍光Ｘ線イメ
ージングの応用に関する発表では、金属元素の生体
中における二次元的分布を観測した例が紹介されま
した。蛍光Ｘ線イメージングの実験技術が、砒素や
鉄の生体中における分布を調べることについては、
高いレベルに到達していることが私のような門外漢
にもよく判りました。また、位相／屈折コントラス
トイメージングについては、X線干渉計を用いた位
相コントラストイメージングの講演に加えて、兵庫
県ビームラインやBL47XUで行っている屈折コント
ラストイメージングの研究例も紹介されました。撮
像時間や空間分解能について、かなり突っ込んだ質
疑応答がなされていたのが印象的でした。セッショ
ンの後半は、マイクロビームに関するいろいろな技
術が順に発表されました。結果的に最後の講演とな
った早川先生の発表は、手法や装置に関する内容で
もあり、イメージングセッションの締めにふさわし
いものだったと思います。
懇親会では、私自身、いつもは語り合うことのな

い赤外光セッションの参加者とも交流を持つことが
できました。赤外光の利用希望者の方々には新たな
実験を始めようとする勢いを感じましたので、「体
が2つあったならば、赤外光セッションにも参加で
きただろうに。」と少々悔しい思いもいたしました。

学会主催の懇親会では味わえないこのような交流
は、このワークショップならでは素晴らしいところ
でした。
2日目は、たんぱく質構造解析セッションを聴か

せていただきました。私にとっては異分野というこ
ともあり、研究内容に関する報告は控えさせていた
だきます。ただ一点、神谷信夫先生の「ビームライ
ン担当者をもり立てよ。」というお言葉について思
うところを述べさせていただきます。私自身、8年
間、ビームラインの保守管理のお手伝いをしてまい
りましたので敢えて申し上げますが、安定したビー
ムを利用することを当然の権利と捉えるあまり、発
する言葉は文句だけになってしまっている利用実験
者には、本当に襟を正して欲しいと思います。たと
え、慢性的なマンパワー不足という苛酷な状況にあ
ったとしても、ビームライン担当者が「やりがい」
を持って活躍できるならば、そのような共同利用実
験施設は繁栄し続けることができると思います。
ワークショップ終了後、しばらく訪れることのな

いSPring-8の空気を胸いっぱいに吸い込んで、帰り
のバスに乗り込みました。この期間中、多くの方々
と知り合うことができただけでなく、いくつもの貴
重なアドバイスを頂戴いたしましたので、私にとっ
てはとても有意義な2日間でした。最後に、力量不
足のためにこのような至らぬ報告しか書けませんで
したが、このような私に執筆の機会を与えてくださ
いましたことに深く感謝申し上げます。
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